
平
成
20
年
度
、
文
部
科
学
省
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
中
学
校
で
約

７
割
が
、
武
道
の
時
間
に
柔
道
を
実

施
し
て
お
り
、
次
が
剣
道
で
２
割
強

と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
私
が

大
学
で
保
健
体
育
の
教
員
を
目
指
し

て
い
た
頃
に
、
大
学
で
履
修
す
る
武

道
の
種
目
と
い
え
ば
、
柔
道
と
剣
道

が
定
番
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
種
目

を
履
修
で
き
る
大
学
は
か
な
り
少
な

い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

私
が
高
校
生
の
頃
は
、
男
子
は
格
技

（
当
時
は
武
道
で
は
な
く
格
技
と
言
っ

て
い
た
）
が
必
修
領
域
で
あ
り
、
高

等
学
校
の
多
く
は
、
柔
道
か
剣
道
の

ど
ち
ら
か
し
か
履
修
で
き
な
い
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。
現
在
、
中
学
校

で
武
道
の
時
間
に
履
修
さ
れ
て
い
る

種
目
が
、
柔
道
と
剣
道
の
２
種
目
で

占
め
ら
れ
て
し
ま
う
主
な
原
因
は
、

こ
こ
に
あ
る
と
私
は
思
う
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
私

１は
じ
め
に

（
少
林
寺
拳
法
歴
19
年
・
五
段
）
が
、

な
ぜ
少
林
寺
拳
法
を
題
材
に
選
ん
だ

の
か
を
授
業
の
実
践
報
告
に
重
ね
な

が
ら
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

私
が
勤
め
て
い
る
の
は
、
岡
山
県

笠
岡
市
に
あ
る
笠
岡
市
・
矢
掛
町
中

学
校
組
合
立
小
北
中
学
校
（
全
校
生

徒
131
名
）
で
あ
る
。

平
成
21
年
８
月
、
私
は
、
あ
る
き

っ
か
け
で
文
部
科
学
省
の
武
道
必
修

化
に
向
け
た
地
域
連
携
指
導
実
践
校

事
業
の
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
９

月
、
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
を

介
し
て
文
部
科
学
省
の
担
当
者
か
ら

事
業
の
説
明
を
受
け
た
。
文
部
科
学

省
と
し
て
は
、
少
林
寺
拳
法
を
保
健

体
育
の
授
業
で
実
施
し
た
デ
ー
タ
が

欲
し
い
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
日
頃
か
ら
少
林
寺
拳
法
の
す
ば

ら
し
さ
を
多
く
の
子
ど
も
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

２授
業
実
施
の
経
緯

た
私
に
と
っ
て
も
、
絶
好
の
機
会
で

あ
っ
た
。

短
い
期
間
で
、
準
備
か
ら
実
践
報

告
ま
で
完
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
改
築
工
事
の
た
め
、
平
成

22
年
２
月
末
ま
で
体
育
館
が
使
用
で

き
な
い
こ
と
（
体
育
館
完
成
ま
で
は

音
楽
室
と
被
服
室
で
授
業
を
し
た
）

な
ど
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
学

校
長
や
笠
岡
市
教
育
委
員
会
の
理
解

と
協
力
に
支
え
ら
れ
、
こ
の
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
11
月

中
旬
で
あ
っ
た
。

地
域
連
携
指
導
実
践
校
と
し
て
本

校
で
は
、「
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応

し
た
単
元
計
画
の
作
成
と
そ
れ
に
基

づ
く
指
導
の
あ
り
方
」
と
「
地
域
の

指
導
者
と
体
育
担
当
教
員
が
連
携
し

た
指
導
の
あ
り
方
」
の
２
つ
を
研
究

テ
ー
マ
と
し
た
。
笠
岡
市
教
育
委
員

会
、
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
、

笠
岡
市
体
育
協
会
少
林
寺
拳
法
専
門

３地
域
連
携
指
導
推
進

協
力
者
会
議
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平
成
24
年
度
よ
り
、
全
国
の
中
学
校
に
お
い
て
、
保
健
体
育
の
指
導
領
域
で

武
道
を
必
修
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
。
各
中
学
校
で
は
、
施
設
・
設
備
、

用
具
の
問
題
な
ど
を
考
慮
し
て
、
ど
の
種
目
を
実
施
す
る
か
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
21
年
度
、
本
校
で
は
新
学
習
指
導
要
領
に
準
じ
、
１
・
２
年
生
の
保
健

体
育
で
武
道
（
少
林
寺
拳
法
）
の
授
業
を
実
施
し
た
。
武
道
必
修
化
完
全
実
施

を
前
に
し
て
、
今
後
、
全
国
の
中
学
校
で
少
林
寺
拳
法
が
多
く
採
用
さ
れ
る
よ

う
、
そ
し
て
、
充
実
し
た
授
業
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
本

校
に
お
け
る
実
践
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

少
林
寺
拳
法
授
業
の
実
践
報
告
と
必
修
化
の
課
題

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
筝

岡
山
県
笠
岡
市
・
矢
掛
町
中
学
校
組
合
立
小
北
中
学
校

小
井
　
寿
史



研
究
の
対
象
と
し

た
の
は
、
１
年
生

男
女
34
名
、
２
年

生
男
女
49
名
で
あ

っ
た
。
平
成
22
年

２
月
12
日
〜
３
月

12
日
の
毎
週
金
曜

日
を
授
業
日
と
し
、

合
計
10
時
間
実
施

し
た
。

工
夫
し
た
点
は
、

１
回
の
授
業
を
２

時
間
続
き
に
し
た

こ
と
で
あ
る
。
体

育
の
授
業
の
場
合
、

授
業
の
準
備
、
着

替
え
、
準
備
体
操

な
ど
の
時
間
が
必

要
に
な
る
。
１
時

間
の
授
業
を
２
回

行
う
よ
り
、
２
時
間
続
き
の
授
業
を

１
回
行
う
方
が
時
間
の
ロ
ス
が
少
な

い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
時
間
を
効
率

的
に
使
い
、
ど
う
し
て
も
入
れ
た
か

っ
た
講
話
を
授
業
に
組
み
込
ん
だ
。

「
毎
週
金
曜
日
は
少
林
寺
拳
法
の
日
」

―
生
徒
た
ち
も
教
員
も
そ
ん
な
感

そ
の
日
指
導
す
る
技
を
、
外
部
指
導

者
と
保
健
体
育
科
教
員
で
練
習
し
な

が
ら
、
具
体
的
な
指
導
の
仕
方
を
確

認
し
た
。
３
・
４
時
間
目
は
、
１
年

生
の
授
業
、
５
・
６
時
間
目
は
、
２

年
生
の
授
業
を
実
施
し
た
。

少
林
寺
拳
法
で
は
、
突
き
や
蹴
り

で
攻
防
す
る
技
を
剛ご
う

法ほ
う

、
相
手
が
手

首
や
襟
な
ど
を
掴つ
か

ん
で
き
た
時
、
そ

の
手
を
は
ず
し
た
り
、
そ
の
手
を
利

用
し
て
相
手
を
投
げ
た
り
す
る
技
を

柔
じ
ゅ
う

法ほ
う

と
い
う
。
１
日
２
時
間
続
き
の

授
業
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
剛
法
と
柔
法

の
両
方
が
で
き
る
よ
う
に
、
前
半
は
、

男
子
が
剛
法
、
女
子
が
柔
法
、
休
憩

を
は
さ
ん
で
後
半
は
、
男
子
が
柔
法
、

女
子
が
剛
法
の
練
習
を
し
た
。

指
導
者
側
は
、
少
林
寺
拳
法
の
経

験
が
な
い
保
健
体
育
科
教
員
と
外
部

指
導
者
の
２
人
が
Ｔ
Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
の
形
で
剛
法
、
少

林
寺
拳
法
経
験
者
で
あ
る
私
が
柔
法

を
担
当
し
た
。
ま
た
、
指
導
す
る
場

所
と
内
容
を
固
定
し
、
前
半
と
後
半

の
入
れ
替
え
は
生
徒
が
移
動
す
る
形

を
と
っ
た
。
指
導
者
側
が
、
毎
回
す

べ
て
の
生
徒
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
柔
法
か
剛
法

の
ど
ち
ら
か
を
専
属
で
指
導
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
の
工
夫
で
あ
る
。

授
業
終
了
後
、
外
部
指
導
者
と
保

健
体
育
科
教
員
で
一
日
の
反
省
を
し

た
。
指
導
方
法
や
指
導
内
容
に
つ
い

て
見
直
す
点
は
な
か
っ
た
か
、
生
徒

の
様
子
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
ど
を
話

し
合
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
反
省
は
、

次
の
授
業
を
す
る
外
部
指
導
者
と
の

打
ち
合
わ
せ
で
報
告
し
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
せ
た
。

外
部
指
導
者
に
と
っ
て
も
朝
か
ら

夕
方
ま
で
休
み
な
く
活
動
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
授
業
で
も
会

議
で
も
常
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
っ
た
。「
今
日
一
日
、
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
４
人
の
外
部
指
導
者
全

員
が
そ
う
言
っ
て
帰
ら
れ
た
。

毎
回
、
授
業
の
終
わ
り
に
、
自
己

評
価
シ
ー
ト
の
記
入
を
行
っ
た
。
そ

の
日
学
習
し
た
内
容
を
、「
受
身
が
で

き
た
か
」「
安
全
に
気
を
付
け
て
練
習

で
き
た
か
」
な
ど
の
簡
単
な
文
章
で

表
し
、
そ
れ
ら
の
質
問
に
、
生
徒
が

授
業
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
の

３
段
階
で
自
己
評
価
を
し
た
。
こ
の

自
己
評
価
シ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
生
徒

が
意
欲
的
に
授
業
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
指
導
者
側
も

生
徒
の
関
心
の
度
合
い
や
学
習
の
到

達
度
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

授
業
の
流
れ
や
ね
ら
い
に
つ
い
て

は
単
元
計
画
（
資
料
１
）
と
７
・
８

時
間
目
の
学
習
指
導
案
（
資
料
２
）

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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部
、
全
国
中
学
校
少
林
寺
拳
法
連
盟
、

小
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
５
団
体
の
代

表
者
と
、
学
校
長
、
私
を
含
め
た
保

健
体
育
科
教
員
２
名
で
構
成
す
る
地

域
連
携
指
導
推
進
協
力
者
会
議
を
設

置
し
た
。

第
１
回
の
会
議
で
、
研
究
テ
ー
マ

に
即
し
た
単
元
計
画
、
指
導
内
容

（
学
習
指
導
案
や
学
習
ノ
ー
ト
・
自
己

評
価
シ
ー
ト
な
ど
）、
指
導
方
針
、
評

価
方
法
な
ど
を
検
討
し
、
10
時
間
の

授
業
の
骨
組
み
を
完
成
さ
せ
た
。
２

回
目
は
、
私
が
担
当
し
た
少
林
寺
拳

法
の
公
開
授
業
を
地
域
連
携
指
導
推

進
協
力
者
が
参
観
し
、
そ
の
後
で
、

生
徒
の
様
子
、
指
導
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
た
。
３
回
目
は
、

こ
の
事
業
に
お
け
る
総
括
で
あ
り
、

研
究
の
成
果
、
今
後
の
課
題
な
ど
を

検
討
し
た
。

少
林
寺
拳
法
を
題
材
と
し
た
授
業

４授
業
に
つ
い
て

覚
で
あ
っ
た
。
一
日
の
流
れ
は
次
の

よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
空
き
時
間
で
あ
る
１
、
２

時
間
目
を
利
用
し
て
、
外
部
指
導
者

（
少
林
寺
拳
法
高
段
者
）
と
保
健
体
育

科
教
員
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

学
習
指
導
案
を
見
な
が
ら
授
業
の
流

れ
や
内
容
の
確
認
、
前
回
ま
で
の
授

業
の
反
省
や
生
徒
の
習
熟
度
、
配
慮

の
必
要
な
生
徒
の
対
応
な
ど
を
話
し

合
っ
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
外
部
指

導
者
は
全
部
で
４
人
。
授
業
日
毎
に

一
人
ず
つ
替
わ
る
の
で
こ
の
時
間
を

設
け
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
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（資料１）保健体育　武道（少林寺拳法）単元計画

時　間

１、２

３、４

５、６

７、８

９、10

内　容

少林寺拳法の特徴（拳禅一如）　礼法・立ち方・座り方
基本動作（構え　突　蹴　受　運歩法　受身）

武の本質　礼法　坐禅
基本動作の復習（構え　突　蹴　受　運歩法　受身）
プロテクター着用の突・蹴　鈎手守法　裏手打（目打ち）
対人的技能（内受突　小手抜）

少林寺拳法の特徴（聖句）　坐禅　礼法
基本動作の復習（構え　突　蹴　受　運歩法　受身）
プロテクター着用の突・蹴の復習　
対人的技能（内受蹴　下受蹴　逆小手　寄抜）

少林寺拳法の特徴（組手主体）　坐禅　礼法
基本動作の復習（構え　突　蹴　受　運歩法　受身）
プロテクター着用の突・蹴の復習　
対人的技能の復習
（内受突　内受蹴　下受蹴　小手抜　逆小手　寄抜）

少林寺拳法の特徴（力愛不二）　坐禅　礼法
基本動作の復習（構え　突　蹴　受　運歩法　受身）
プロテクター着用の突・蹴の復習　
自由練習による対人的技能の復習
（内受突　内受蹴　下受蹴　小手抜　逆小手　寄抜）
技術審査



１ 整列し、点呼をとる。挨拶をす
る。
・体育委員を中心に集合整列する。
・脚下照顧を確認する。

・服装、爪など、身のまわりの安全
を確認する。

２ 本時のねらいを聞く。
・「組手主体」について。
・基本となる対人的技能を学ぶ。

３ 次回の予告、テスト内容を告げる。

・集合、整列、挨拶。

・健康観察をする。
・靴をそろえ、我が身を振り返るこ
とができたかを確認する。
・練習中に相手に怪我をさせること
のないよう爪の確認をする。

・顔をあげて話を聞かせる。
・早さよりも正確さを重視して取り
組むよう促す。

・テストの内容を告げ、学習意欲を
高める。

・すばやく整列し、元気よく挨拶し
ているか。

・自他の安全に気をつけることがで
きたか。

・本時のねらいを理解できたか。

１ 地域指導者紹介

２ 坐禅をする。
・結手立、合掌礼、座り方、立ち方
を確認する。
・目を閉じ心を鎮める。

３ 講話を聞く。  
・「組手主体」について考え、少林
寺拳法の特徴を理解する。

４ 教室を移動し、整列する。

・きちんと挨拶をさせる。

・結手立、合掌礼、座り方、立ち方
を確認する。
・できれば半跏趺坐で坐り、静かに
瞑目させる。

・互いに技を掛け合うことを通し
て、相手を思いやる気持ちや協調
性が育つよう意識して指導する。

・素早く移動し、無駄な時間をかけ
ないよう指示する。

・心より挨拶ができたか。

・自分が上手になるためには相手
が、相手が上手になるためには自
分が上手にならなければならない
ことを意識しながら練習すること
ができたか。

段階 学習内容 指導上の留意点 評価

導
入
10
分

展
開
Ｉ
20
分

１ 突、蹴、受の練習をする。
・振子突、蹴上、中段逆突、逆蹴、
回蹴、足刀蹴。

・上受、内受、下受の練習をする。

２ 二人組で、ボディプロテクターを
つけて突、蹴の練習をする。

・中段突、逆蹴、回蹴、足刀蹴。

３ 二人組で、ボディプロテクターを
つけて対人的技能の練習をする。

・内受突、残心。

・内受蹴、残心。

・下受蹴、残心。

・各構えの確認も行う。

・自分の拳や足を痛めないようゆっ
くりと正確に練習するよう指示す
る。
・地域指導者と本校職員のＴＴで授
業をする。

・基本となる対人的技能なので、早さ
より正確さを意識して練習させる。
・前寄足と腰の回転、肘の振り込み
を上手く使うよう指示する。
・足刀蹴の蹴り足は、軸足の膝の位
置から出て、膝の位置に返るよう
に注意する。
・蹴足は、膝を抱え込んでから蹴る
こと、下受は腰の回転を使うこと
を注意する。

・相手のことを思いやりながら突や
蹴の練習ができたか。

・周囲の状況を見て、安全に練習す
ることができたか。

・前千鳥足と内受の両方で相手の攻
撃をかわすことができたか。
・後千鳥足と内受の両方で相手の攻
撃をかわすことができたか。

・足捌きと腰の利いた下受で相手の
攻撃をかわすことができたか。

１ 受身の練習をする。
・前受身、後受身の練習をする。

２ 二人組で対人的技能の練習をす
る。

・小手抜、裏拳打、中段突、残心。

・逆小手、上段突、残心。

・寄抜、上段突（熊手）、残心。

・床など硬いところでも受身ができ
るように構成されていることを意
識して練習させる。

・運歩法を意識して練習させる。
・鈎手、目打ちをおろそかにしない
よう注意する。

・前寄足と腰の回転、肘の振り込み
を上手く使うよう指示する。

・掛手を使って相手の肘を出させて
いるか、大拳頭を攻めているか。

・相手との間合いをつめながら肘の
振り込みで抜くことを指示する。

・身体、特に頭部へ衝撃を与えない
ような受身をしているか。

・周囲の状況を見て、安全に練習す
ることができたか。

・力ではなく、腰の回転と肘の振り
込みで抜いているか。
・ゆっくりした動きでも相手を倒す
ことができたか。
・力ではなく、肘の振り込みで抜い
ているか。

・トイレを済ませ、教室を移動する。
・１分前に整列し、点呼を済ませる。

・体育委員に整列、点呼をさせ、全
員に授業を受ける心構えを整えさ
せる。

１ 整理運動をする。

２ 整列し、本時のまとめを聞く。

３ 本時の要点、自己評価シートの記
入をする。

４ 次回の予告を聞く。

５ 挨拶をし、片付けをする。

・良く使った部位を意識して整理運
動をさせる。
・整列をきちんとさせる。

・本時を振り返り、主体的に、自己
評価シートに記入できるよう配慮
する。
・次回はテストをすることを告げ、
家庭でも復習することを促す。
・きちんと挨拶をさせる。

・本時の学習内容を理解し、自己評
価ができているか。

・心を込めた正しい礼法ができたか。

展
開
Ａ
30
分

休
憩
10
分

展
開
Ｂ
30
分

ま
と
め
10
分

と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
技
の
練

習
だ
け
で
は
、
心
ま
で
は
育
た
な
い

の
で
あ
る
。
私
が
ど
う
し
て
も
講
話

の
時
間
を
授
業
に
入
れ
た
か
っ
た
理

由
は
こ
こ
に
あ
る
。

「
武
」
と
い
う
字
は
、「
戈
（
戦
い
の

道
具
）」
と
「
止
」
で
出
来
た
会
意
文

字
で
あ
り
、「
戈
を
止
め
る
」
つ
ま
り

「
争
い
ご
と
を
止
め
る
た
め
に
使
用
す

る
力
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
い
う

説
が
あ
る
。
武
道
の
本
質
は
こ
こ
に

あ
る
と
私
は
思
う
。
膨
大
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
つ
原
子
力
を
、
発
電
に
使

え
ば
人
の
た
め
に
な
る
。
し
か
し
爆

弾
に
使
え
ば
大
量
破
壊
兵
器
に
な
る
。

力
の
使
い
方
は
人
の
心
次
第
で
あ
る
。

少
林
寺
拳
法
の
技
は
護
身
術
に
な

る
が
、
人
を
倒
す
力
に
も
な
る
。
だ

か
ら
、
力
を
正
し
く
使
う
心
を
、
ま

ず
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
林

寺
拳
法
に
は
、
技
を
発
現
さ
せ
る
身

体
と
、
そ
の
技
を
い
つ
、
何
の
た
め

に
使
う
の
か
を
判
断
す
る
心
の
両
方

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
教
え
が
あ
る
。
こ
の

教
え
を
「
拳け
ん

禅ぜ
ん

一い
ち

如に
ょ

」
と
い
い
、
拳

は
身
体
、
禅
は
心
を
表
す
。
身
体
を
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柔
道
に
し
ろ
剣
道
に
し
ろ
少
林
寺

拳
法
に
し
ろ
、
武
道
の
技
を
教
え
る

こ
と
は
、
す
な
わ
ち
相
手
を
倒
す
手

段
を
教
え
る
こ
と
に
な
る
。
技
を
磨

け
ば
磨
く
ほ
ど
、
相
手
を
倒
す
力
が

増
し
て
い
く
。
そ
の
力
を
競
う
と
き
、

極
論
を
言
え
ば
、
命
を
奪
う
ま
で
戦

わ
な
け
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
力
が
優
れ

て
い
る
か
を
決
め
ら
れ
な
い
。
剣
聖

と
呼
ば
れ
た
宮
本
武
蔵
も
、
若
い
頃

に
は
、
強
さ
を
求
め
る
が
ゆ
え
に
真

剣
で
勝
負
し
、
何
人
も
の
命
を
奪
っ

て
い
る
。
中
学
校
の
授
業
で
学
ぶ
技

が
、
す
ぐ
に
生
死
を
か
け
た
真
剣
勝

負
に
発
展
す
る
と
は
思
え
な
い
が
、

何
の
た
め
に
学
校
の
授
業
で
武
道
を

習
う
の
か
を
生
徒
に
も
理
解
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
た
と
え

ば
蹴
り
の
練
習
を
１
万
回
す
れ
ば
蹴

り
の
技
術
は
向
上
す
る
。
し
か
し
、

蹴
る
練
習
を
１
万
回
し
て
も
、
何
の

た
め
に
鍛
え
て
い
る
の
か
を
知
る
こ

５講
話
に
つ
い
て
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（資料２）学習指導案（７・８／1０時間目） 「組手主体、坐禅、基本動作、対人
的技能」を学ぶ
■本時のねらい
①　相手を尊重し協力しながら、対人的技能を身につける。【技能、態度】
②「組手主体」について考え、少林寺拳法の特徴を理解する。【知識・理解】
③「組手主体」についての話を聞き、相手と共に上達する練習の仕方を考える。【思考・判断】



「
お
願
い
し
ま
す
」「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う
声
も

徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

・
礼
法
、
作
法
を
き
ち
ん
と
指
導
す

る
こ
と
に
も
重
点
を
置
き
、「
静
」

と
「
動
」
の
け
じ
め
あ
る
授
業
展

開
が
で
き
た
。

・
１
回
の
授
業
の
中
で
20
分
の
講
話

は
有
効
で
あ
っ
た
。
下し
た

受う
け

蹴げ
り

の
練

習
で
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
隙
間
に
蹴

足
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
生
徒
が
、

相
手
に
対
し
合
掌
礼
を
し
な
が
ら

き
ち
ん
と
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と

謝
っ
て
い
た
。
伝
統
的
な
礼
法
・

作
法
を
形
式
的
に
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
二
人
一
組
で
技
を
掛
け
合
う

中
で
互
い
に
相
手
を
気
遣
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

授
業
の
中
で
人
の
ぬ
く
も
り
・
温

か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
本
来
、
技
は
一
連
の
動
き
で
あ
る

が
、
は
じ
め
は
あ
え
て
一
動
作
ず

つ
に
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
作

に
番
号
を
つ
け
て
、
号
令
を
か
け

な
が
ら
練
習
し
た
。
体
が
動
き
を

覚
え
始
め
た
ら
、
区
切
り
を
少
な

く
し
、
最
後
は
一
連
の
動
作
で
練

習
し
、
技
を
完
成
さ
せ
た
。
我
々

が
「
号
令
法
」
と
称
し
た
こ
の
方

法
は
大
変
有
効
で
あ
っ
た
。

10
時
間
の
授
業
が
終
わ
っ
て
、
生

徒
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
も
、
そ
の
成
果
が
う
か
が
え
た
。

た
と
え
ば
、「
少
林
寺
拳
法
の
授
業

（
10
時
間
）
は
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？
」

で
は
、
95
％
が
「
楽
し
か
っ
た
」「
や

や
楽
し
か
っ
た
」
と
回
答
し
た
。
ほ

か
の
質
問
で
も
、
生
徒
の
回
答
に
は

負
の
イ
メ
ー
ジ
の
も
の
は
少
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が

少
林
寺
拳
法
に
関
心
を
持
ち
、
礼

法
・
作
法
や
技
の
練
習
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、「
基
本
動
作
や
対
人
的
技
能

の
練
習
で
自
分
の
課
題
（
上
手
く
出

来
な
か
っ
た
点
な
ど
）
を
解
決
す
る

た
め
に
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
か
？
」
で
も
、
95
％
が
「
で
き
た
」

「
や
や
で
き
た
」
と
回
答
し
、
楽
し
さ

を
味
わ
う
ば
か
り
で
な
く
、
課
題
を

解
決
す
る
力
を
育は
ぐ
く

む
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
た
。

３
月
、
学
年
末
懇
談
会
で
出
た
保

護
者
の
意
見
を
参
考
ま
で
に
紹
介
す

る
。

・
父
親
を
相
手
に
家
で
練
習
し
て
い

ま
す
。
父
親
の
力
で
掴
ま
れ
た
手

を
抜
く
こ
と
が
で
き
る
の
を
見
て

驚
き
ま
し
た
。

・
習
っ
た
技
を
説
明
し
な
が
ら
親
を

相
手
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
説
明

し
な
が
ら
で
は
護
身
術
と
ま
で
い

か
な
い
で
す
が
授
業
が
楽
し
い
よ

う
で
す
。
い
い
経
験
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

あ
る
場
面
で
は
真
剣
な
表
情
で
、

あ
る
場
面
で
は
朗
ら
か
な
表
情
で
授

８お
わ
り
に
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鍛
え
技
を
習
得
す
る
た
め
の
時
間
が

あ
れ
ば
、
技
を
正
し
く
使
お
う
と
す

る
心
を
磨
く
た
め
の
時
間
も
必
要
な

の
で
あ
る
。

平
成
21
年
度
は
、「
武
の
本
質
」

「
拳
禅
一
如
」「
力り
き

愛あ
い

不ふ

二に

」「
組く
み

手て

主し
ゅ

体た
い

」「
聖せ
い

句く

（
自
己
確
立
の
教
え
）」

と
い
う
５
つ
の
少
林
寺
拳
法
の
特
徴

を
、
授
業
日
毎
に
一
つ
ず
つ
講
話
の

時
間
に
聞
か
せ
、
生
徒
の
心
の
成
長

を
図
っ
た
。
講
話
を
聞
い
た
生
徒
の

感
想
を
３
つ
紹
介
す
る
。

・
い
く
ら
力
が
強
く
て
も
愛
が
な
い

と
い
け
な
い
（
講
話
「
力
愛
不
二
」

を
聞
い
て
）。

・
武
道
は
争
い
を
止
め
る
た
め
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
講
話
「
武

の
本
質
」
を
聞
い
て
）。

・
一
人
で
は
出
来
な
い
練
習
も
、
二

人
で
行
う
と
、
と
も
に
成
長
で
き

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
講
話
「
組

手
主
体
」
を
聞
い
て
）。

少
林
寺
拳
法
を
題
材
に
授
業
を
し

た
以
上
、
保
健
体
育
の
成
績
と
し
て

評
価
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
単
元
の
評
価
は
次
の
よ
う
な
方
法

で
行
っ
た
。「
技
能
」
の
観
点
は
、
授

業
で
練
習
し
た
技
の
中
か
ら
剛
法
二

技
、
柔
法
二
技
を
生
徒
が
選
択
し
、

二
人
一
組
で
技
を
掛
け
合
い
、
そ
の

完
成
度
を
教
員
が
評
価
し
た
。「
関

心
・
意
欲
・
態
度
」「
思
考
・
判
断
」

の
観
点
は
、
前
述
の
自
己
評
価
シ
ー

ト
と
授
業
中
の
取
り
組
み
方
に
よ
っ

て
評
価
し
た
。「
思
考
・
判
断
」「
知

６評
価
に
つ
い
て

識
・
理
解
」
の
観
点
は
、
少
林
寺
拳

法
の
特
徴
や
講
話
の
内
容
か
ら
の
問

題
と
、
簡
単
な
作
文
を
取
り
入
れ
た

筆
記
試
験
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
で

評
価
し
た
。

今
後
の
課
題
は
、
少
林
寺
拳
法
の

専
門
用
語
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
え

ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

少
林
寺
拳
法
は
、
釈
迦
の
教
え
を
汲く

ん
で
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
仏
教

用
語
と
も
と
れ
る
言
葉
を
使
用
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

言
葉
だ
け
が
一
人
歩
き
を
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
配
慮
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

次
に
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
述
べ

る
。
５
日
間
・
10
時
間
に
わ
た
る
授

業
中
の
生
徒
の
様
子
、
公
開
授
業
の

様
子
と
研
究
協
議
、
筆
記
テ
ス
ト
の

結
果
、
今
回
の
事
業
実
践
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
（
地
域
連
携
指
導
推
進

７研
究
の
成
果
と
課
題

協
力
者
・
外
部
指
導
者
・
生
徒
の
三

者
に
よ
る
も
の
）
の
結
果
な
ど
を
資

料
に
、
３
回
目
の
地
域
連
携
指
導
推

進
協
力
者
会
議
で
総
括
し
た
。
文
部

科
学
省
に
研
究
成
果
と
し
て
報
告
し

た
資
料
よ
り
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す

る
。

・
外
部
指
導
者
と
体
育
担
当
教
員
が

Ｔ
Ｔ
の
形
を
と
り
、
連
携
し
た
指

導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
外
部
指

導
者
、
体
育
担
当
教
員
、
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
に
刺
激
が
あ
り
、
大
き
な

成
果
に
つ
な
が
っ
た
。
生
徒
と
の

関
係
が
で
き
て
い
る
教
員
が
、
授

業
規
律
を
守
る
た
め
の
指
導
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
外
部
指

導
者
は
実
技
指
導
に
専
念
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

・
授
業
を
２
時
間
続
き
に
し
た
の
は

良
か
っ
た
。
着
替
え
の
時
間
、
準

備
・
片
付
け
、
準
備
運
動
の
時
間

を
確
保
し
て
も
、
講
話
、
実
技
指

導
の
時
間
を
十
分
に
と
る
こ
と
が

で
き
た
。

・
立
ち
方
、
座
り
方
な
ど
作
法
の
練

習
は
効
果
的
で
あ
っ
た
。
最
初
は

恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
た
が
、
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業
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち
。
毎
時
間

こ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
少
林
寺
拳

法
の
授
業
が
で
き
た
こ
と
を
私
は
大

変
幸
せ
に
感
じ
て
い
る
。
教
材
研
究
、

会
議
資
料
の
作
成
な
ど
、
多
忙
な

日
々
が
続
い
た
。
し
か
し
、
授
業
の

準
備
に
手
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
、

指
導
に
対
し
て
、
生
徒
は
心
地
よ
い

反
応
を
返
し
て
く
れ
る
。
よ
い
授
業

を
生
徒
と
一
緒
に
作
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
を
実
感
し
た
。
ま
さ
に
授
業
は

生
き
物
と
同
じ
で
あ
る
。
手
を
か
け

な
け
れ
ば
う
ま
く
育
た
な
い
。

今
回
の
研
究
は
、
あ
ら
た
め
て
私

に
そ
の
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

こ
の
事
業
を
受
け
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
う
。
そ
し
て
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ご
指
導
、
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
の
お

か
げ
と
、
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。

平
成
22
年
度
は
、
全
学
年
の
保
健
体

育
の
授
業
で
３
学
期
に
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
21
年
度
の
実
績
を
生
か

し
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
た
い
と
思

う
。今

回
、
地
域
連
携
指
導
実
践
校
事

業
の
委
託
を
受
け
た
関
係
で
、
文
部

科
学
省
か
ら
の
予
算
で
プ
ロ
テ
ク
タ

ー
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ケ

ガ
の
防
止
や
蹴
り
の
感
覚
を
知
る
な

ど
、
効
果
は
様
々
で
あ
る
が
、
実
際

は
防
具
が
な
く
て
も
授
業
は
十
分
実

施
可
能
で
あ
る
。
体
操
服
さ
え
あ
れ

ば
、
体
一
つ
で
練
習
出
来
る
利
点
が

あ
る
。

外
部
指
導
者
も
都
道
府
県
の
連
盟

に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
確

保
で
き
る
で
あ
ろ
う
。「
少
林
寺
拳
法

の
経
験
の
な
い
教
員
が
少
林
寺
拳
法

の
授
業
が
出
来
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
作
成
さ
れ
た
資
料
（『
少
林
寺
拳
法

指
導
の
手
引
〜
体
育
授
業
充
実
の
た

め
に
〜
』
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連

盟
発
行
）
が
各
市
区
町
村
の
教
育
委

員
会
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
保
健
体
育
の
授
業
に
導
入
で

き
る
環
境
は
充
実
し
つ
つ
あ
る
。

今
後
、
よ
り
多
く
の
学
校
で
少
林

寺
拳
法
の
授
業
が
実
践
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
、
結
び
と
し
た
い
。

【
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて筝


